
紀　

由
紀
子

　
（
公
明
党
）

ア
レ
ル
ギ
ー
対
策
に
つ
い
て
。

花
粉
症
や
命
に
関
わ
る
可
能
性

も
あ
る
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
な
ど

の
疾
患
に
悩
む
人
は
多
い
。
早

い
段
階
で
適
切
な
保
健
指
導
を

行
い
、
発
症
・
重
症
化
の
予
防

に
取
り
組
む
こ
と
は
重
要
で
あ

る
。
厚
生
労
働
省
が
「
小
児
の

ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
保
健
指
導
の

手
引
き
」
を
作
成
し
、
情
報
サ

イ
ト
で
公
開
し
て
い
る
。
ア
数

年
前
、
近
隣
市
で
、
児
童
が
学

校
給
食
で
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー

シ
ョ
ッ
ク
を
起
こ
し
て
亡
く
な

っ
た
こ
と
を
受
け
、
そ
の
市
で

は
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
対
応
ホ

ッ
ト
ラ
イ
ン
を
開
設
し
た
。
私

も
す
ぐ
に
一
般
質
問
で
訴
え
、

小
・
中
学
校
の
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

宮
下　

誠

（
公
明
党
）

自
動
販
売
機
の
価
値
を
正
し

く
認
識
す
べ
き
。
ア
災
害
対
応

型
の
自
動
販
売
機
を
普
及
・
拡

充
し
な
い
か
。
イ
防
犯
カ
メ
ラ

と
自
動
販
売
機
が
セ
ッ
ト
に
な

っ
て
設
置
さ
れ
て
い
る
事
例
が

あ
る
。
防
犯
対
策
と
し
て
自
動

販
売
機
を
活
用
し
な
い
か
。
ウ

市
は
、
今
後
よ
り
多
く
の
財
政

援
助
団
体
へ
補
助
し
て
い
く
必

要
に
迫
ら
れ
て
お
り
、
財
源
確

保
へ
の
取
組
は
待
っ
た
な
し
で

あ
る
。
あ
る
調
査
に
よ
る
と
、

設
置
料
を
入
札
等
の
価
格
競
争

方
式
に
変
更
し
た
自
治
体
で
は
、

１
台
当
た
り
の
収
入
が
平
均
22

倍
の
増
収
に
な
っ
た
と
い
う
。

自
動
販
売
機
の
設
置
場
所
貸
付

制
度
を
導
入
し
な
い
か
。

板
倉
真
也

（
日
本
共
産
党
）

❶
ア
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
購
入

費
補
助
制
度
の
創
設
及
び
低
所

得
世
帯
へ
の
無
償
配
布
を
。
イ

民
間
所
有
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の

撤
去
や
新
設
等
を
行
う
者
に
補

助
金
を
交
付
す
る
市
町
村
に
対

し
、
国
・
東
京
都
が
補
助
を
行

う
制
度
が
確
立
さ
れ
た
。
こ
の

機
会
を
捉
え
て
小
金
井
市
で
も

助
成
制
度
を
創
設
す
べ
き
。

総
務
部
長　

ア
あ
っ
せ
ん
制

度
の
創
設
を
今
年
度
中
に
検
討

し
た
い
。
イ
助
成
制
度
創
設
に

向
け
て
の
準
備
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
。
国
・
都
の
補
助
金
制

度
を
活
用
す
る
た
め
の
条
件
と

し
て
、
地
域
防
災
計
画
又
は
耐

震
促
進
計
画
に
避
難
路
の
指
定

を
位
置
付
け
る
必
要
が
あ
る
た

水
上
洋
志

（
日
本
共
産
党
）

❶
新
庁
舎
建
設
に
つ
い
て
問

う
。
ア
設
計
事
業
者
の
技
術
提

案
書
に
対
す
る
市
長
の
見
解
は

ど
う
か
。
イ
議
会
に
は
Ｃ
―

２
、

Ｃ
―

３
案
を
ベ
ー
ス
と
し
て
複

数
案
が
示
さ
れ
、
夏
頃
ま
で
に

１
案
に
絞
る
と
説
明
し
て
き
た

が
、
そ
の
経
過
は
。
ウ
設
計
に

対
す
る
意
見
、
要
望
、
判
断
は

ど
う
行
う
の
か
。
エ
「
り
ん
く

の
店
」
を
設
置
す
べ
き
。

市
長　

ア
私
ど
も
の
考
え
は

お
お
む
ね
反
映
さ
れ
て
い
る
。

庁
舎
建
設
等
担
当
部
長　

イ

設
計
者
と
協
議
し
、
提
案
書
の

施
設
配
置
案
を
ベ
ー
ス
に
作
業

を
進
め
た
い
。
ウ
い
つ
ど
の
よ

う
な
資
料
が
示
さ
れ
る
か
等
の

詳
細
は
今
後
と
な
る
。
最
終
的

に
発
注
者
と
し
て
判
断
す
る
。

福
祉
保
健
部
長　

エ
福
祉
売

店
の
設
置
を
検
討
す
る
。

❷
保
育
園
の
園
外
活
動
な
ど

の
交
通
安
全
対
策
を
求
め
る
。

ア
キ
ッ
ズ
ゾ
ー
ン
の
指
定
な
ど

の
対
策
を
求
め
る
。
イ
関
係
機

関
と
の
連
携
、
公
立
・
私
立
保

育
園
が
一
緒
に
取
り
組
む
体
制

の
検
討
を
求
め
る
。

都
市
整
備
部
長　

ア
こ
れ
ま

で
以
上
に
子
ど
も
の
安
全
を
最

優
先
に
考
え
対
応
す
る
。

子
ど
も
家
庭
部
長　

イ
道
路

管
理
者
、
交
通
管
理
者
と
の
連

携
も
視
野
に
、
関
係
部
署
と
連

携
し
、
総
合
的
に
考
え
る
。

■
そ
の
他
、
東
小
金
井
駅
の
早

朝
駅
員
不
在
問
題
と
、
東
小
金

井
駅
北
口
交
番
の
分
か
り
や
す

い
表
示
を
求
め
ま
し
た
。

総
務
部
長　

ア
現
在
、
小
金

井
宮
地
楽
器
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、

災
害
対
応
型
の
新
機
種
を
２
台

設
置
し
て
い
る
。
今
後
、
災
害

対
応
型
の
必
要
性
が
高
い
と
考

え
ら
れ
る
施
設
に
つ
い
て
、
新

機
種
に
入
替
え
の
際
に
導
入
を

検
討
し
た
い
。
イ
防
犯
カ
メ
ラ

の
設
置
に
必
要
な
補
助
金
、
台

数
に
は
限
り
が
あ
る
た
め
、
補

完
す
る
意
味
で
自
動
販
売
機
を

活
用
で
き
な
い
か
を
今
後
の
研

究
課
題
と
し
た
い
。
ウ
平
成
18

年
の
地
方
自
治
法
改
正
に
伴
い
、

使
用
許
可
か
ら
貸
付
け
に
切
り

替
え
る
自
治
体
が
出
て
き
て
い

る
。
今
後
は
、
他
市
事
例
も
参

考
に
し
つ
つ
、
メ
リ
ッ
ト
・
デ

メ
リ
ッ
ト
を
精
査
し
た
上
で
、

導
入
時
期
と
方
法
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
き
た
い
。

開
設
が
実
現
し
た
。
効
果
の
認

識
は
ど
う
か
。
イ
幼
稚
園
、
保

育
所
、
学
童
保
育
所
等
に
拡
充

し
な
い
か
。
ウ
「
小
児
の
ア
レ

ル
ギ
ー
疾
患
保
健
指
導
の
手
引

き
」
の
情
報
提
供
を
し
な
い
か
。

エ
災
害
へ
の
備
え
や
避
難
所
対

応
を
周
知
・
啓
発
し
な
い
か
。

学
校
教
育
部
長　

ア
安
心
、

安
全
に
集
団
生
活
を
送
る
た
め

の
大
切
な
取
組
で
あ
る
。

子
ど
も
家
庭
部
長　

イ
検
討

し
て
い
き
た
い
。

福
祉
保
健
部
長　

ウ
検
討
し

て
い
き
た
い
。
エ
有
効
な
方
法

を
考
え
た
い
。

■
そ
の
他
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
コ
ン
ビ

ニ
等
へ
の
設
置
拡
充
と
女
性
へ

の
活
用
、
東
京
消
防
庁
公
式
ア

プ
リ
の
活
用
の
周
知
等
に
つ
い

て
質
問
し
ま
し
た
。

め
、
そ
の
作
業
も
含
め
、
着
々

と
進
め
て
い
く
の
で
、
今
し
ば

ら
く
時
間
を
頂
き
た
い
。

❷
避
難
行
動
要
支
援
者
支
援

事
業
に
つ
い
て
。
ア
市
報
を
使

っ
て
、
事
業
の
Ｐ
Ｒ
を
定
期
的

に
行
う
べ
き
。
イ
先
進
事
例
を

調
査
・
研
究
し
、
そ
こ
で
得
ら

れ
た
も
の
を
共
有
す
る
た
め
の

連
絡
会
を
毎
年
開
く
べ
き
。

福
祉
保
健
部
長　

ア
市
報
へ

の
掲
載
回
数
を
増
や
せ
る
か
検

討
し
た
り
、
定
期
的
に
周
知
し

た
り
す
る
な
ど
、
一
層
の
Ｐ
Ｒ

に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。
イ
先

進
事
例
は
、
近
隣
の
多
摩
地
域

の
状
況
も
併
せ
て
研
究
し
た
い
。

モ
デ
ル
地
区
連
絡
会
は
、
定
期

的
な
開
催
は
難
し
い
と
考
え
て

い
る
が
、
し
か
る
べ
き
時
期
を

見
極
め
、
開
催
し
た
い
。

渡
辺
ふ
き
子

（
公
明
党
）

新
生
児
医
療
の
発
達
に
伴
い

医
療
的
ケ
ア
児
が
増
加
し
、
子

ど
も
の
年
齢
に
応
じ
た
合
理
的

配
慮
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

小
金
井
市
に
お
け
る
就
学
前
教

育
・
保
育
、
学
齢
期
の
支
援
、

地
域
と
の
繋
が
り
等
に
つ
い
て
、

現
状
と
今
後
に
つ
い
て
伺
う
。

子
ど
も
家
庭
部
長　

平
成
30

年
度
は
認
可
保
育
所
で
２
人
の

子
ど
も
を
預
か
っ
た
。
認
可
保

育
園
15
園
で
入
所
相
談
を
受
け

ら
れ
る
が
、
個
々
の
状
況
に
応

じ
て
保
護
者
、
医
療
関
係
者
、

受
入
側
と
の
連
携
と
体
制
整
備

が
必
要
で
あ
る
。

学
校
教
育
部
長　

こ
れ
ま
で

は
特
別
支
援
学
校
に
在
籍
し
、

学
校
や
自
宅
で
必
要
な
ケ
ア
や

教
育
を
受
け
て
お
り
、
副
籍
制

度
に
基
づ
く
学
校
交
流
活
動
は

43
人
が
行
っ
て
い
る
。
今
年
度

は
、
公
立
学
校
へ
の
訪
問
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
医
療
的

ケ
ア
実
施
委
託
が
予
算
化
さ
れ

た
。
就
学
前
の
医
療
的
ケ
ア
児

の
保
護
者
は
、
早
め
に
就
学
相

談
を
行
っ
て
ほ
し
い
。

自
立
生
活
支
援
課
長　

平
成

31
年
３
月
、
厚
生
労
働
省
は
、

医
療
的
ケ
ア
児
等
総
合
支
援
実

施
事
業
に
お
け
る
医
療
的
ケ
ア

児
等
の
支
援
に
関
わ
る
各
分
野

の
関
係
者
及
び
当
事
者
団
体
と

の
協
議
の
場
の
設
置
を
示
し
た
。

今
後
、
市
と
し
て
検
討
を
行
う
。

■
そ
の
他
、
不
妊
症
・
不
育
症

対
策
、
小
児
が
ん
網
膜
芽
細
胞

腫
の
早
期
発
見
に
つ
い
て
質
問

し
ま
し
た
。

岸
田
正
義

（
み
ら
い
）

❶
地
域
学
校
協
働
活
動
に
つ

い
て
。
ア
市
独
自
の
地
域
連
携

事
業
協
力
校
の
取
組
も
踏
ま
え
、

地
域
学
校
協
働
本
部
を
整
備
し
、

支
援
か
ら
連
携
協
働
、
個
別
の

活
動
か
ら
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
へ

と
昇
華
す
べ
き
。
イ
社
会
教
育

委
員
会
議
の
提
言
ど
お
り
、
地

域
と
共
に
あ
る
学
校
を
実
現
す

る
た
め
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス

ク
ー
ル
と
両
輪
と
な
る
地
域
学

校
協
働
本
部
を
設
置
す
べ
き
。

生
涯
学
習
部
長　

ア
地
域
と

学
校
と
の
関
係
を
考
え
る
に
当

た
り
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
り
得
る
。

教
育
長　

イ
進
む
べ
き
方
向

は
ご
指
摘
の
と
お
り
だ
が
、
じ

っ
く
り
慌
て
ず
進
め
て
い
く
。

❷
小
金
井
型
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

坂
井
え
つ
子

（
緑
・
つ
な
が
る
）

ア
都
市
計
画
道
路
３
・
４
・

11
号
線
の
意
見
交
換
会
の
概
要

や
開
催
時
期
は
。
イ
意
見
交
換

会
の
具
体
的
な
内
容
や
都
知
事

の
訪
問
を
文
書
で
伝
え
、
文
書

回
答
を
得
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

ウ
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

に
都
市
計
画
道
路
３
・
４
・
11

号
線
の
整
備
の
推
進
が
明
記
さ

れ
た
経
緯
は
。
２
０
０
８
年
、

当
時
の
市
長
は
、「
か
な
り
難

し
い
話
で
あ
り
、
現
実
的
で
は

な
い
」
と
答
弁
し
て
い
る
。
市

民
参
加
の
場
で
は
、
当
該
路
線

に
関
す
る
議
論
は
見
当
た
ら
ず
、

都
市
計
画
道
路
の
整
備
は
難
し

い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見

が
出
て
い
た
。
推
進
は
お
ろ
か
、

難
し
い
と
い
う
見
解
が
示
さ
れ

て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
推

進
が
明
記
さ
れ
た
経
緯
は
。
エ

次
期
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
策
定
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

都
市
整
備
部
長　

ア
把
握
し

て
い
な
い
。
具
体
的
な
内
容
は

こ
れ
か
ら
検
討
す
る
と
聞
い
て

い
る
。
イ
都
知
事
の
訪
問
は
、

状
況
を
踏
ま
え
判
断
す
る
と
の

こ
と
。
必
要
に
応
じ
て
都
に
伝

え
る
べ
き
も
の
は
伝
え
る
。
ウ

策
定
時
よ
り
時
間
が
経
過
し
て

い
る
た
め
、
詳
細
は
不
確
か
な

部
分
が
あ
る
。
エ
令
和
４
年
３

月
に
改
訂
予
定
。
手
続
き
や
方

法
に
つ
い
て
は
検
討
中
。

■
そ
の
他
、
同
性
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
制
度
の
早
期
導
入
と
、

小
金
井
の
資
源
を
い
か
し
た
生

物
多
様
性
地
域
戦
略
の
策
定
を

求
め
ま
し
た
。

ス
ク
ー
ル
に
つ
い
て
。
ア
重
要

な
こ
と
は
熟
議
で
あ
る
。
合
議

体
で
は
な
い
学
校
運
営
連
絡
会

か
ら
地
域
と
共
に
あ
る
学
校
の

た
め
の
学
校
運
営
協
議
会
へ
と

発
展
さ
せ
る
べ
き
。
イ
子
ど
も

た
ち
の
育
ち
を
始
め
地
域
の
課

題
を
地
域
で
解
決
す
る
た
め
に
、

社
会
総
掛
か
り
で
ど
の
よ
う
な

地
域
を
目
指
す
の
か
を
共
有
し
、

熟
議
す
る
小
金
井
型
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ス
ク
ー
ル
が
必
要
と
考
え

る
が
、
教
育
長
の
考
え
は
。

学
校
教
育
部
長　

ア
地
域
と

共
に
あ
る
学
校
の
実
現
に
向
け

小
金
井
市
ら
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ス
ク
ー
ル
の
研
究
を
進
め
る
。

教
育
長　

イ
ま
さ
に
そ
の
通

り
で
あ
り
、
地
域
の
人
達
の
声

を
最
大
限
い
か
す
た
め
に
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
が
必
要
。

遠
藤
百
合
子

（
自
民
党
・
信
頼
）

❶
市
立
小
・
中
学
校
の
運
動

会
、
体
育
大
会
等
で
熱
中
症
対

策
の
た
め
、
児
童
・
生
徒
の
た

め
の
テ
ン
ト
を
設
置
し
な
い
か
。

学
校
教
育
部
長　

各
学
校
の

判
断
で
、
状
況
に
応
じ
て
対
応

で
き
る
こ
と
を
取
り
組
ん
で
い

る
が
、
現
状
で
は
い
く
つ
か
の

課
題
が
あ
る
。
熱
中
症
予
防
等

の
徹
底
に
向
け
、
引
き
続
き
各

学
校
に
指
導
し
て
い
く
。

❷
子
ど
も
た
ち
の
自
己
肯
定

感
向
上
を
。
ア
保
育
園
・
幼
稚

園
で
は
。
イ
小
･
中
学
校
で
は
。

子
ど
も
家
庭
部
長　

ア
保
育

指
針
の
解
説
に
記
載
さ
れ
て
お

り
、
自
己
肯
定
感
を
大
切
に
し

た
保
育
、
教
育
が
実
践
さ
れ
て

い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

学
校
教
育
部
長　

イ
全
て
の

教
育
活
動
の
中
で
自
己
肯
定
感

を
高
め
る
よ
う
指
導
し
て
い
る
。

❸
独
自
の
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ

ー
ト
を
作
成
し
て
い
る
自
治
体

を
参
考
に
、
独
自
の
エ
ン
デ
ィ

ン
グ
ノ
ー
ト
を
考
え
な
い
か
。

福
祉
保
健
部
長　

引
き
続
き

研
究
課
題
と
し
た
い
。

❹
テ
レ
ワ
ー
ク
の
導
入
を
検

討
し
な
い
か
。

市
民
部
長　

経
済
課
や
商
工

会
窓
口
に
お
け
る
チ
ラ
シ
の
配

架
等
に
よ
り
、
事
業
者
向
け
に

周
知
を
図
っ
て
い
る
。

総
務
部
長　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
整
備

が
必
要
で
あ
り
、
今
後
の
新
庁

舎
・（
仮
称
）
新
福
祉
会
館
に

お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
を
き
っ
か

け
に
導
入
を
考
え
る
こ
と
は
必

要
な
こ
と
と
認
識
し
て
い
る
。

運
動
会
で
熱
中
症
対
策
の

テ
ン
ト
を
使
用
し
な
い
か

自
動
販
売
機
に
よ
る

社
会
貢
献
に
つ
い
て

命
を
守
る
ア
レ
ル
ギ
ー

対
策
に
つ
い
て

医
療
的
ケ
ア
を
必
要
と
す
る

子
ど
も
に
支
援
を

新
庁
舎
建
設
に

発
注
者
責
任
を
果
た
す
べ
き

地
震
被
害
を
最
小
限
に

抑
え
る
取
組
を
市
の
責
任
で

は
け
と
野
川
を
壊
す

都
市
計
画
道
路
は
要
ら
な
い

小
金
井
型
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ス
ク
ー
ル
を
推
進
せ
よ
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